
1

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

一般事務事業 文化スポーツ推進室

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

南山田市民ギャラリー事業 文化スポーツ推進室

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 　本庁舎ロビーで新春ロビーコンサート、にぎわいライブを開催している。出演者やロビー使用可能日

の都合上、例年２～４回実施に止まっていた。平成30年度より千里ニュータウンプラザのエントランス
ホールを会場としたにぎわいライブを実施し、土・日・祝日の開催や実施時間帯、音量の制限等が緩
和されたことにより、様々な団体が参加されるようになった。本庁舎出演団体３団体のほか、千里
ニュータウンプラザ出演団体１５団体と増加した。事業の効率性も考えながら事業効果を上げていくた
めに、開催日程の集約化、開催時期の定例化及び季節性、会場の検討などを行い、今後も市民参加
で市民が気軽に鑑賞できる機会の提供に努める。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑥ ロビーコンサート開催事業 文化スポーツ推進室
　昼休みの時間帯に市役所本庁舎の玄関ロビーでコンサートを開催する。
また、ニュータウンプラザのロビーを活用してにぎわいライブ（コンサート）を開
催する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

40
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 　文化団体協議会加盟の29団体によって文化祭が開催され、例年多数の来場者がある。芸術

芸能フェスティバルには文化団体、市民が一つの舞台・展示を作りあげ市民との文化交流や
体験活動の機会を設けるなど協働をひろげている。また、子供が文化活動を体験できる取り組
みや文化を通じた国際交流等開催事業の工夫を行っている。文化の継承の観点から伝統文
化等の裾野を広げることが求められており、今後も一層、市民が参加しやすく、相互の交流が
図れるように開催形態等工夫し市民文化祭の内容を充実させていく必要がある。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑤ 　市民文化祭事業 文化スポーツ推進室
　春季・秋季に分けて、吹田市文化団体協議会に加盟する団体毎の
文化祭を開催することにより、市民に芸術文化活動と芸術鑑賞の機
会を提供する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

3,116
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 　令和元年度は、次期吹田市文化振興基本計画の策定に向け、審議会で計画の体系について意

見交換を行ったほか、文化芸術に関する市民意識調査や、文化振興に関連する担当課と現状の
課題や今度の取り組みに関するヒアリングを実施した。
　令和２年度は、次期文化振興基本計画案を審議会へ諮り、計画を策定する予定としていたが、
新型コロナウイルスパンデミックが人々の文化活動や文化振興施策へ及ぼす影響を踏まえ、策定
スケジュールを変更し計画案の修正を行う。今後の文化の在り方等について、審議会へ意見・提
案を求めながら、慎重に議論、検討を進めていく必要がある。

令和 元 年度

継続

実施区分

④ 文化振興審議会事業 文化スポーツ推進室
　市民公募委員、文化の専門家、学識経験者からなる委員により、文
化振興に関する重要な事項を市長の諮問に応じ調査審議するととも
に答申し、文化振興基本計画を広く市民に周知する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

1,788
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割  市庁舎ギャラリーは、本庁舎内に３種類設置している。正面玄関付近のギャラリーは人気が高く、展

示者を抽選で決定している。地下通路のギャラリーや庁内各所の夢ギャラリーは利用頻度が低かった
ものの、今年度から文化団体の活動パネル等も掲示し、利用率9割以上と大きく増加した。電子申込
システムでの申込受付を開始し、庁内に案内板を設置する等周知方法を工夫した。市庁舎ギャラリー
は無人のため、作品管理として目が行き届かない部分があり、防犯上の懸念がある。
　地域ギャラリーは利用者の利便性や有効活用を図るため、令和2年度から設置施設の指定管理者
へ業務を移管する。

令和 元 年度

継続

実施区分

③ 市民ギャラリー事業 文化スポーツ推進室
　市庁舎ギャラリーと地域市民ギャラリーで市民が創作した美術作品
を展示し、訪れた市民に鑑賞の機会を提供している。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

18
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 　平成29年度から、文化会館の改修等により、本来の事業内容であるコンクールを実施できて

いない。この3年間は事業の主旨である育成という観点からレッスンや普及事業に重点を置い
た。令和元年度は、学校や病院、教会など市内各地で過去の出場者によるミニコンサートを実
施した。本格的な演奏を気軽に鑑賞できる機会を多く提供でき、鑑賞者から非常に良い反響を
いただいており、事業の周知に有効であった。
　令和2年度には文化会館がリニューアルオープンするため、コンクールを再開し、才能ある将
来性豊かな演奏家の発掘及び育成に努める必要がある。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

②
ティーンズクラシックフェス

ティバル事業
文化スポーツ推進室

　市内在住・在学、吹田に縁のある１０歳～大学生の若者を対象とし
た普及育成型クラシック音楽コンクールを中心に、レッスンから入賞
者によるコンサートまでを実施している。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

2,171
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 　市民劇場は市民へ文化芸術性の高い様々なジャンルの催しを安価で提供。実施内容につい

ては、市民の声や他市の事業を参考にしながら、ジャンルの固定化やマンネリ化の防止に心
がけ、収益が見込める公演についても検討してきた。令和元年度は普及啓発型事業に多数取
り組み、人形劇、古典芸能、朗読、演劇の公演を実施した。初めての鑑賞でも楽しめ、次につ
ながる構成となっており、鑑賞者から非常に良い反響をいただいた。
　令和2年度にはリニューアルした文化会館で鑑賞いただけるようになるため、更に内容の充
実に努め、市民が文化や芸術に触れる機会の提供を継続する必要がある。

令和 元 年度

拡充

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 市民劇場等運営委託事業 文化スポーツ推進室
　クラシックコンサートや親子向けのコンサート、バレエ、芝居など、文
化会館の機能を生かした舞台芸術の鑑賞や参加型市民劇場の機会
を安価で提供している。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

11,462
※課題があるものは■

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

721 施策 文化の振興

文化振興事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

2



2

■
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

管理事業　　　　　　　　　　　　　　文化振興事業 2 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和元年度

施策コード 721 施策 文化の振興

市民ニーズ、社会的役割 　吹田市文化会館で実施している市民公募による美術展覧会であり、令和元年度で第６４回を
迎え、吹田市の文化行事を代表するイベントの一つであるが、公募者数、来場者数ともに減少
傾向にある。
　より多くの市民が参加しやすい事業となるよう、令和２年度から電子申込システムによる出品
申込を導入する予定。また、課題となっている作品搬入時の混雑に対応してより安全かつ円
滑な搬入とするため、出品者の来場時間を分散するほか、受付や誘導の人員配置の見直し
や会場レイアウトの改善等に取り組む。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑦ 市展運営委託事業 文化スポーツ推進室
　満１６歳以上を対象に日本画、洋画、彫塑、工芸、書、写真、グラフィッ
クデザインの各部門で公募を行い審査を経て、入選作品の展示を行う。
優秀作品の表彰を行うほか、入選作品の作品講評会を開催。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

2,080
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 　平成２３年に「文化の日の表彰」と「吹田市文化のまちづくり推進者表彰」を整理統合した。全

庁的に被表彰候補者の照会を行い、例年４０人程度の市民・団体が表彰されている。社会の
変化や多様な文化分野があり、従来の推薦事由だけでなく広く対象者の情報把握に努め、表
彰を受けるべき市民を取りこぼすことがないよう、事業の精度を向上させる必要がある。
　また本市における最高位の表彰として受賞者や関係者にとって、より活動の励みになるよう
式典の充実を図るとともに、被表彰者の名誉を称える広報活動にも注力していく。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑧
　吹田市文化功労者表彰事

業
文化スポーツ推進室

　学術、芸術・芸能及び社会教育、体育振興等において、本市の文化
振興に貢献し、その功績が顕著であると認められる個人・団体に対
し、文化の日に市長表彰を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

255
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑨

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑩

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑪

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑫

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

所管室課事業名 所管室課 事業名


